
１．適用工種

トンネル坑内の外側線は、冬場における凍結防止

剤散布及び粉塵の影響によって、ライン表面に塵埃

が溶融付着して、現在視認性が著しく低下している

のでラインの視認性回復を行うものである。

２．提案

ラインは何度か上書きされており厚さ的にも限界

である。過去において、水洗浄・路面清掃車による

ブラッシング・蒸気洗浄機等の視認性回復の方法を

試みたが、満足な結果を得ることは出来なかった。

今回の超高圧水表面処理によるライン清掃は、ライ

ンの表面を極、薄く研磨することによって、本来の

視認性を回復するものである。

また、外側線施工を新たに行う場合既存ラインの

抹消作業を伴うため、リブ式溶融式の外側線施工は、

ライン清掃と比較して約３倍の施工単価となる。ラ

イン清掃を行った方が、外側線施工と比較して経済

的に有利である事から提案を行った。

３．問題点

今回の超高圧水表面処理によってラインの表面を

薄く研磨する作業は施工実績がなくほぼ初めての試

みだった。このことから視認性及びラインに含まれ

るガラスビーズがどの程度反射輝度が回復出来るの

か問題された。

４． 工夫・改善点

�１ 施工方法

今回の機械は本来区画線消去に使われる「Jリ

ムーバー」を採用した。高水圧によって区画線を削

り舗装面を傷つけない機械である。この機械を応用

した。通常区画線消去時は、１，５００Mpa/cm２程度の

水圧で行うが、ライン清掃では１８０～２３０Mpa/cm２

の水圧で表面を磨くように試みた。

また、図―１のように超高圧水発生装置（ウォー

タージェット）により発生した水を耐圧ホースによ

り超高圧水噴射装置（スピンジェット）に送り込み、

回転噴射し、３m～８m/min 程度の清掃速度でラ

インの清掃を行うようにした。それと同時に予め用

意した吸引車の吸引装置とスピンジェットを接続し、

清掃作業により発生した処理水を吸引回収できるよ

うに行った。現道上（国道）での作業なので飛散防

止にもなる。

�２ ラインの検証方法

a．視認性
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通常区画線設置工事では視認距離の観測は夜間

において、５０m以上として定義されているので

ライン清掃の場合もトンネル坑内は夜間と同様に

考え５０m以上を目標として観測する。観測方法

は１０mピッチでカラーコーンを配置し、視認が

できるかを清掃前・清掃後で各比較する。

b．反射輝度の確認

反射輝度計により反射輝度（単位：mcd/m２・

lx）で視認性を評価する。

c．すべり磨耗抵抗

すべり磨耗抵抗の測定はポータブル・スレッ

ド・レジスタンステスターで測定する。

５．効果

ライン清掃を行った結果、次のような効果が現れ

た。

�１ 視認性

写真―１、２のように清掃前後の比較を行うと夜

間５０m以上視認が確認できる。

�２ 反射輝度の確認

表―１、２のように反射輝度値は施工前後でおよ

そ１００～１６０（mcd/lx・m２）程度回復していること

が分かる。これは Jリムーバーの表面処理によって、

ガラスビーズの路面標示表面に現れた為だと考える。

また湿潤時と乾燥時を比べと、乾燥の度合いにより

ばらつきが見られるが乾燥時の方が回復度合いが若

干高いことが分かる。

�３ すべり磨耗抵抗

表―３、４のようにすべり抵抗値は施工前後で路

面標示上の汚れが除去された影響で多少数値が上が

りましたが、路面標示自体の品質は変わらない。

以上のことから視認性が著しく低下しているライ

ンを回復し、品質的にも問題ないことが評価できる。

�４ 追跡調査

追跡調査の結果塩化カル散布時期（１２月から３

月）にラインの視認性が悪くなり、塩カルがライン

にこびり付くと同時に粉塵でガラスビーズが曇って

しまう。

６．採用時の留意点

トンネル坑内は路肩が狭い為外側線は特に汚れる。

採用時は区画線の状態を十分調査し施工時剥離がな

いようにすることが必要である。

表―２ 清掃後

表―３ 清掃前

表―４ 清掃前

写真―１ 清掃前 写真―２ 清掃後

表―１ 清掃前測定
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